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周
年

　

東
大
阪
市
制
50
周
年
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
大
阪
と
い
え
ば
、「
出

来
な
い
製
品
・
加
工
は
な

い
」
と
あ
ら
ゆ
る
需
要
に

対
応
で
き
る
こ
と
を
強
み

と
す
る
、
全
国
で
も
工
場

密
度
№
１
（
※
）
の
「
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」
で
す
。

来
る
２
０
１
９
年
に
は
花

園
ラ
グ
ビ
ー

場
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
、

国
内
外
か
ら
大
勢
の
方
の

来
訪
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
「
モ
ノ
づ

ま
す
。

　

地
方
分
権
と
い

う
言
葉
す
ら
な

か
っ
た
50
年
前
に

布
施
市
、
河
内
市
、

枚
岡
市
が
合
併
し

て
東
大
阪
市
が
誕
生
し
た

こ
と
は
、
未
来
を
見
越
し

　

東
大
阪
市
市
制
施
行
50

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

た
。
ま
ず
は
人
口
50
万
人

の
中
核
市
の
繁
栄
、
発
展

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

東
大
阪

市
は
ご
案

内
の
通

り
「
モ
ノ

づ
く
り
の

ま
ち
」
と
し
て
全
国
に
地

名
を
も
ち
、
ま
た
全
国
高

等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

　

昭
和
42
年
２
月
１
日
、

布
施
市
・
河
内
市　

枚
岡

市
の
３
市
合
併
に
よ
り
東

大
阪
市
が
誕
生
し
て
、
平

成
29
年
２
月
市
制
施
行
50

周
年
節
目
と
な
り
ま
し

も
の
づ
く
り

東
大
阪
市
の 

産
業
経
済
発
展
功
労
者
ら
表
彰

　

既
報
＝
東
大
阪
市
の
市
制
施
行
50
周
年
の
祝
賀
記
念
式
典
が
、
２
月
１
日
（
水
）
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
で
受
賞
者
ら
２
０

０
０
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
式
典
で
は
、
主
催
者
の
式
辞
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
名
誉
市
民
の
山
中
伸
弥

さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
や
、
同
じ
く
東
大
阪
市
の
名
誉
市
民
に
選
ら
ば
れ
た
元
東
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
・
上

野
義
雄
氏
、
元
財
務
大
臣
塩
川
正
十
郎
氏
ら
の
映
像
が
披
露
さ
れ
た
。
市
政
功
労
者
ら
１
７
０
０
人
、
１
８
３
団
体
が
表

彰
さ
れ
た
。
産
業
経
済
発
展
者
等
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
。
＝
２
面
に
関
連
記
事
・
協
賛
広
告
。

東大阪市長

野田 義和
東大阪市議会議長

西田 和彦
　

東
大
阪
市
市
制
50
周
年

記
念
特
集
号
の
発
行
、
誠

に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
２

月
１
日
に
、
本

市
は
50
回
目
の
誕
生
日
を

迎
え
、
東
大
阪
市
立
総
合

体
育
館
で
市
制
施
行
50
周

　

平
成
29
年
２
月
１
日
を

持
っ
て
、
本
市
は
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
こ

れ
も
ひ
と

え
に
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
本
市
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
関
係
各
位
の

く
り
の
ま
ち
東
大
阪
」
を

海
外
企
業
へ
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
の
創
出
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
部
品

調
達
や
安
価
な
製
品
流
入

等
に
伴
う
海
外
シ
フ
ト
が

た
地
方
分
権
に
最
適
な
都

市
づ
く
り
を
目
指
す
先
進

的
な
取
り
組
み
で
、
先
人

ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
地
と

し
て
有
名
で
す
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」

東
大
阪
市
は
、
歯
ブ
ラ
シ

か
ら
人
工
衛
星
ま
で
と
い

う
、
世
界
に
誇
れ
る
高
度

年
記
念
式
典
を
挙
行
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
市

市
政
に
多
大
な
貢
献
を
い

た
だ
い
た
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、

皆
様
の
ご
努
力
と
本
市
を

愛
す
る
気
持
ち
に
他
な
ら

ず
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
市
は
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

加
速
し
、
若
年
者
の
製
造

業
離
れ
に
よ
る
人
材
確
保

難
、
ま
た
経
営
者
の
高
齢

化
に
伴
う
後
継
者
難
で
事

業
の
継
続
・
承
継
が
困
難

に
な
り
か
ね
な
い
事
例
も

散
見
さ
れ
、「
モ
ノ
づ
く
り

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

50
周
年
を
迎
え
た
今
、

こ
れ
ま
で
市
政
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

大
き
な
壁
、
様
々
な
課
題

が
ご
ざ
い
ま
す
。
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
花
園
開
催
に
向

け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

の
空
洞
化
」
に
拍
車
が
か

か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
も
市
域
の
製
造
業
が
新

た
な
発
展
を
図
る
に
は
、

高
い
技
術
力
等
を
背
景
に

新
た
な
成
長
分
野
や
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
製
品
・

　

歯
ブ
ラ
シ
か
ら
人
工
衛

星
ま
で
作
る
こ
と
が
で
き

る
日
本
有
数
の
工
業
集
積

国
高
校
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
憧

れ
の
聖
地
と
し
て
多
く
の

ド
ラ
マ
を
生
み
ま
し
た
。

更
に
２
０
１
９
年
は
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
地
に
決

定
し
、
奇
し
く
も
平
成
29

た
ち
の
先
見
の
明
に
改
め

て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
技
術
と
創
造
力
が
逞
し

く
活
力
あ
る
中
小
企
業
が

集
積
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪

市
は
昭
和
４
年
創
設
の
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
を
有
し
全

関
係
各
位
並
び
に
市
民
の

皆
様
の
熱
意
と
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
輝
か
し
い
未
来
を
築

く
た
め
、
な
お
一
層
の
ご

市
民
文
化
創
造
館
建
設
事

業
や
大
阪
中
央
環
状
モ
ノ

レ
ー
ル
の
延
伸
な
ど
の
交

通
整
備
事
業
等
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
東
大
阪
市
を
創

技
術
の
開
発
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力
の
強
化
な
ど
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
市
域

製
造
業
の
操
業
環
境
も
守

ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本

所
で
は
こ
れ
か

ら
も
将
来
に
わ

た
る
人
材
の
育

成
・
確
保
、
技
能
継
承
、

事
業
承
継
や
販
路
拡
大
な

ど
の
支
援
を
積
極
的
に
展

力
の
高
さ
や
、
幹
線
道
路

や
電
車
網
な
ど

の
交
通
ア
ク
セ

ス
に
恵
ま
れ
る

な
ど
、
東
大
阪

市
が
有
す
る
地

域
力
は
と
て
も
高
く
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

年
２
月
よ
り
生
ま
れ
変
わ

る
大
改
修
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
の
魅

力
は
、
迫
力

最
高
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の

基
本
精
神
は

ワ
ン
フ
ォ
ワ

ン
（
１
人
は
万
人
の
た
め

に
）
と
ノ
ー
サ
イ
ド
（
友

情
）
は
、
世
界
平
和
の
理

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
誇
り
や
愛
着

と
夢
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
な
る
よ
う
、
全
身

全
霊
を
捧
げ
て
い
く
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

造
し
て
い
く
た
め
に
も
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
様
、

関
係
各
位
の
皆
様
に
は
ご

指
導
と
ご

鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

開
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
私

ど
も
東
大
阪
商
工
会
議
所

も
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま

す
。
市
と
商
工
会
議
所
と

も
に
「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま

ち
東
大
阪
」
の
発
展
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
※
）
１
㎢
当
た
り
可
住
地

面
積
、
事
業
所
数
４
、
０

０
０
以
上
の
都
市
比
較

開
催
を
契
機
に
さ
ら
に
世

界
に
そ
の
名
を
馳
せ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
大
阪
市
の
さ
ら
な
る

発
展
に
対
す
る
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

念
に
同
調
し
、
高
く
評
価

さ
れ
ま
す
。

　

今
日
か
ら
更
な
る
次
代

50
年
が
革
新
の
活
力
あ
る

東
大
阪
市
と
し
て
、
世
界

に
発
信
、
羽
ば
た
く
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

民
・
官
・
産
・
学
が
強

固
な
連
携
ス
ク
ラ
ム
に
よ

り
輝
く
未
来
を
期
待
し
ま

し
ょ
う
。

《
産
業
経
済
発

展
功
労
＝
39

名
・
３
団
体
》

敬
称
略

　
（
個
人
）
青

木
豊
彦
▽
石
崎

義
公
▽
井
上
洋

佳
▽
上
野　

皎

▽
上
村
英
雄
▽

内
山
俊
人
▽
岡

島
史
泰
▽
小
川

洋
史
▽
笠
野
輝

男
▽
金
子
誠
二

▽
北
口
良
一
▽

城
戸
義
雄
▽
木
下
成
雄
▽

久
保
清
一
▽
小
出
康
雄
▽

小
枝
美
喜
生
▽
木
積
康
弘

▽
齋
藤
輝
男
▽
阪
本
亮
一

▽
定
延
英
一
▽
品
川
隆
幸

▽
嶋
田　

亘
▽
清
水
栄
次

▽
髙
島
政
康
▽
田
中
正
人

▽
谷
村
佳
昭
▽
西
田
正
明

▽
埜
田
勇
治
▽
濱
谷
和
也

▽
兵
田
善
男
▽
平
井
良
彦

▽
前
田
輝
久
▽
松
下
一
治

▽
向
井
伸
太
▽
安
川
昭
雄

▽
柳
山　

稔
▽
山
下
眞
一

▽
山
中
政
夫
▽
吉
城
鉄
也

　
（
団
体
）
㈱
髙
澤
製
作
所

▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

東
大
阪
地
域
活
性
化
支
援

機
構
▽
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド

推
進
機
構

◎
市
政
功
労
者
（
敬
称
略
）

《
行
政
進
展
功
労
＝
稲
田

眞
一
▽
江
浦　

保
▽
中
西

英
二
▽
平
本
善
憲
▽
松
嶋　

剛
ら
47
名
》

《
地
域
振
興
功
労
＝
青
砥
幸

子
ら
７
７
８
名
・
８
団
体
》

《
福
祉
増
進
功
労
＝
赤
塚
勝

巳
ら
１
１
４
名
》

《
公
衆
衛
生
進
展
功
労
＝
粟

飯
原
昌
弘
ら
１
４
６
名
》

《
環
境
保
全
功
労
＝
乾
亜
由

美
ら
22
名
・
７
団
体
。
＝

地
域
保
全
推
進
功
労
で
は

医
療
法
人
恵
生
会
恵
生
会

病
院
。
◎
善
行
者
の
部
で

は
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
本
店

と
東
花
園
・
布
施
支
店

大
阪
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売

㈱
。
㈱
稲
田
歯
ブ
ラ
シ
。

東
大
阪
河
内
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
ら
１
０
１
名
・
１

５
０
団
体
。》

誇
り
や
愛
着
と
夢
を
持
っ
て

�

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

新
た
な
東
大
阪
市
の
創
造
に
ご
協
力
を

と
も
に〝
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東
大
阪
〟発
展
を

東
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭 

嶋
田 

　
亘

民
・
官
・
産
・
学
の
連
携
で
輝
く
未
来
を

お
も
て
な
し 

エ
コ
松
原
農
園 

松
原 

功
典

世
界
に
そ
の
名
を
馳
せ
る
東
大
阪
市
に

東
大
阪
市
議
会
自
民
党
大
志
会 

大
野 

一
博

産業経済発展功労者

9月19日
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エ
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Ｆ
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０
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オ
フ
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ス
家
具
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・
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フ
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・
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工
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式
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〒

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―
６
７
２
０―

４
６
０
２

シ
ェ
フ
の
グ
ル
メ
を
ご
家
庭
に

株
式
会
社
ト
ン
ソ
ン
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役　

星
山
澄
夫

東
大
阪
市
高
井
田
中
１―

10―
25

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

７
８
９
７―

５
２
１
８

地

引

俊

爲

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

地

引
　

啓

顧　
　
　

問

東
大
阪
市
四
条
町
十
二―

八

電　

話（
〇
七
二
）九
八
〇―

一
一
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
二
）九
八
四―

三
七
二
二

〒  ―579
8053

三井住友海上・三井住友海上あいおい生命

株式会社 ソフトスマイル保険

〒577-0808　東大阪市横沼町１-４-25
ＴＥＬ０６-６７２１-０９２２   ＦＡＸ０６-６７２１-０９９９

代表取締役　松 葉 健 一
営業部 長　松 葉 優 友

ゆう すけ

小　林　茂　一

 日本医療機能評価機構認定病院

内 科 、外 科 、産 婦 人 科
小 児 科 、眼 科 、整 形 外 科
泌 尿 器 科 、放 射 線 科
リハビリテーション科、 人間ドック

 医療法人 恵生会

恵生会病院

☎072－982－5101
http://www.keiseikai.or.jp
大阪府東大阪市鷹殿町20-29

介護世帯のリフォーム
ならおまかせください
介護世帯のリフォーム
ならおまかせください
・とても助かる「手すり」の設置
・車いすが移動しやすいバリア
フリー工事
・トイレのウオッシュレット交
換工事
・大規模な家屋の改修
どのようなご要望にも応じます。
お気軽にご相談ください。

東大阪市菱江1―16―3
☎072―960―3725
y-kitano@3-arrow.com
担当：北野喜広

お見積りは無料です。

㈱みつや

株式会社
西日本電気保安事務所
代表取締役　樽本裕美
〒578-0905
大阪府東大阪市
川田２丁目21番18号

TEL 072―963―7773
FAX 072―963―5832

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

会 

長  

武
知 

歳
弘

〒
577―

0814　

東
大
阪
市
南
上
小
阪
12
番
42
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
２
５―

５
５
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６―

６
７
２
５―

５
５
３
９

株
式
会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト

代
表
取
締
役
社
長　

植 

田　

実

㈱
サ
ン
ク
レ
ス
ト
は
青
少
年
夢
応
援
隊
を
応
援
い
た
し
ま
す

ライオンズクラブ 国際協会
335Ｂ11リジョン

リゾンチェアパーソン

榊原  啓純

㊗
東
大
阪
市
制
50
周
年

人
形
工
房　
松
寿



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年２月１５日（水）

半
学
半
教
実
践
塾
の
会

　
　
　
会 

長
　
細
川 

三
郎

事
務
局
：
ア
ル
フ
ァ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
内

東
大
阪
市
三
島
3
―
1
―
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６
―
４
３
０
９
―
２
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６
―
４
３
０
９
―
２
４
０
０

半学半教実践塾の会

　

２
月
３
日
、
西
天
満
に
あ
る
エ
ー
ト

ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
半
学
半
教
実
践

塾
の
会
が
開
か
れ
た
。
当
会
は
慶
応
義
塾

大
学
を
創
設
し
た
福
沢
諭
吉
の
理
念
で
あ

る
「
共
に
学
び
合
い
、
共
に
教
え
合
う
」

と
い
う
精
神
の
下
、
講
演
会
や
実
用
的
な

研
修
を
通
し
て
生
活
の
中
で
学
び
を
実
践

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
会
だ
。

　

今
回
は
本
紙
の
代
表
取
締
役
社
長
で
あ

り
、
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会

長
の
小
野
元
裕
（
47
）
が
講
師
と
し
て
演

壇
に
立
ち
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
今
～
Ｅ
Ｕ

と
ロ
シ
ア
の
狭
間
で
」
と
題
し
、
お
よ
そ

50
分
に
わ
た
り
弁
を
振
る
っ
た
。
参
加
者

の
顔
ぶ
れ
は
経
営
者
か
ら
政
治
家
夫
人
、

詩
吟
の
師
範
代
に
精
神
科
医
ま
で
様
々
な

顔
ぶ
れ
の
お
よ
そ
20
人
。
皆
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
空
の
青

と
小
麦
の
黄
色
が
シ
ン
ボ

ル
の
印
象
的
な
国
旗
を
持

つ
国
だ
。
人
口
は
４
５
０

０
万
人
と
そ
う
多
く
は
な

い
が
、
国
土
は
日
本
の
お

よ
そ
１
・
６
倍
で
あ
る
約

60
万
３
７
０
０
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
大
き
い
。
広

大
な
土
地
で
豊
か
な
穀
物

を
耕
作
し
、
牧
歌
的
に
過

ご
す
人
び
と
が
織
り
成
し

た
文
化
に
小
野
は
魅
せ
ら

れ
た
。研
究
を
進
め
た
末
、

ロ
シ
ア
の
発
祥
地
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
あ
る
と
い
う
確

信
を
持
つ
。２
０
０
５
年
、

日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
当
時

勤
務
し
て
い
た
出
版
社

（
新
風
書
房
）
を
退
職
し
、

単
身
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
渡
り

日
本
文
化
と
の
交
流
に
尽

力
し
た
。

　

翌
06
年
、
帰
国
し
た
小

野
は
ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
を

立
ち
上
げ
る
。社
名
の「
ド

ニ
エ
プ
ル
」
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
流
れ
る
広
い
川
の
名

だ
。

　

小
野
に
よ
る
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
日
本
で
は
意
外
に

も
共
通
点
が
多
い
と
い

う
。
例
え
ば
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
と
広
島
・
長
崎

の
原
爆
、
そ
し
て
福
島
の

原
爆
事
故
。
コ
サ
ッ
ク
と

武
士
道
や
ロ
シ
ア
と
の
領

土
問
題
（
ク
リ
ミ
ア
と
北

方
領
土
）
な
ど
。

　

そ
う
い
っ
た
面
か
ら
も

日
本
人
と
し
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
歴
史
的

背
景
を
知
る
こ
と
で
世
界

の
情
勢
、
ま
た
は
日
本
の

外
交
を
理
解
す
る
こ
と
に

役
立
つ
。

　

１
２
４
０
年
か
ら
お
よ

そ
２
４
０
年
続
い
た
タ

タ
ー
ル
の
く
び
き
（
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
キ
エ
フ

公
国
の
支
配
）に
よ
っ
て
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

国
同
士
に
よ
る
互
い
の
認

識
に
ず
れ
が
生
じ
た
。
そ

し
て
そ
の
ず
れ
は
現
在
に

至
る
ま
で
修
復
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
む
し
ろ
紛
争

や
主
張
の
相
違
に
よ
り
隔

た
り
は
大
き

く
な
っ
て
い

る
。
相
対
す

る
民
族
、
そ

こ
に
は
同
根

で
あ
る
が
ゆ

え
の
憎
し
み

が
存
在
す
る

よ
う
だ
。

　

そ
し
て
話
題
は
民
族
紛

争
か
ら
、
Ａ
Ｉ
開
発
に
つ

い
て
。
機
械
が
人
間
の
代

わ
り
に
労
働
す
る
時
代
の

到
来
や
、
中
東
に
お
け
る

紛
争
に
お
い
て
使
用
さ
れ

る
子
ど
も
が
操
縦
す
る
ド

ロ
ー
ン
兵
器
な
ど
。
人
間

の
本
来
持
つ
情
緒
や
感
情

の
欠
落
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
文
学
者
の
視
点
か
ら

世
相
を
語
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
見
た

日
本
、
文
学
か
ら
考
え
る

社
会
の
動
き
、
小
野
の
独

創
的
な
発
想
や
語
り
口
か

ら
学
ぶ
べ
き
も
の
は
多

い
。

　

半
学
半
教
実
践
塾
の
会

は
毎
月
第
１
金
曜
日
（
通

例
）
に
行
わ
れ
る
。
次
回

は
３
月
３
日
９
時
半
か

ら
。
ス
ク
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
代
表
の
中
尾
直
史
さ

ん
に
よ
る
「
食
育
と
農
業

～
無
農
薬
栽
培
と
実
践
指

導
」
の
講
演
だ
。

　

料
金
は
食
事
付
き
で

３
、
５
０
０
円
。

（
嶋
津
亮
太
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
今

 
～
Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
の
狭
間
で

株
式
会
社
東
大
阪
新
聞
社　
代
表
取
締
役
社
長

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会
長　
小
野 

元
裕

張り詰めた雰囲気の会場

小野元裕

東大阪市制50年の歩み 20
年
後
の
夢
を
語
る
東
大
阪
市
制
50

周
年
に
寄
せ
て

「
世
界
に
一
人
だ
け
の
木
村
伊
央
里
で
あ
る
」

大
阪
教
育
大
学
教
員
養
成
五
年
過
程
４
年
　
木
村
伊
央
里（
23
）

「
購
買
意
欲
を
高
め
る
商
品
を
製
造
販
売
」

㈱
サ
ン
ク
レ
ス
ト
勤
務
兼

青
少
年
夢
応
援
隊
事
務
局  

植
田
レ
オ（
25
）

辰巳布施・清水河内・中田枚岡の三市長合併に調印す

昭和42年
2月 東大阪市が誕生
4月 市民会館が完成

昭和44年
7月 市の人口が50万人を突破
9月 上野義雄氏に初の名誉市民の称

号を贈る
昭和49年 1月 水道局庁舎が完成
昭和50年 11月 第1回市民会議を開催
昭和51年 3月 近畿自動車道が東大阪市まで開通
昭和52年 6月 近鉄布施駅周辺の高架工事が完了
昭和53年 5月 第1回市民ふれあい祭りを開催

昭和58年 4月 枚岡・布施保健所が府から移管
され東・西保健所となる

昭和59年 5月 消費生活センター・中小企業指
導センターがオープン

昭和60年 4月 市立小学校で月1回の米飯給食
がスタート

昭和61年 10月 長田~生駒間を結ぶ近鉄東大阪
線が開通

平成3年 3月 「ラグビーのまち」づくりを表明

平成4年

2月 第1回中学生ラグビー大会を開
催

5月 「ラグビーのまち東大阪」のマ
スコットキャラクターを「トラ
イくん」に決定

6月 花園図書館がオープン

平成5年 4月 7か所の行政サービスセンター
で窓口業務がスタート

平成7年 4月 総合体育館「東大阪アリーナ」
がオープン

平成8年 3月 司馬遼太郎氏に名誉市民の称号
を贈る

平成9年
4月 第二阪奈有料道路が開通
11月 市民美術センターがオープン

平成10年 5月 市立総合病院がオープン
平成13年 11月 司馬遼太郎記念館がオープン
平成15年 3月 総合庁舎が竣工

平成16年

2月 東京で初の産業展「もうかり
メッセ東大阪」を開催

5月 塩川正十郎氏に名誉市民の称号
を贈る

平成17年
1月 全国高校ラグビーフットボール

大会に「東大阪市賞」を創設
4月 中核市に移行

平成18年 4月 全国初の「消費者憲章」を制定

平成20年
3月 JRおおさか東線が開通
4月 消防総合庁舎及び防災学習セン

ターがオープン

平成21年

1月 人工衛星「まいど1号」打ち上
げ成功

10月 歌手の中村美津子さんを観光大
使に任命

平成23年 9月 ご当地ナンバープレート交付開
始

平成25年

7月 山中伸弥氏に名誉市民の称号を
贈る

8月 市民公募によるラガーシャツデ
ザインが決まる

平成26年 9月 近鉄奈良線布施駅~東花園駅間
で上下線とも高架上で運行開始

平成27年
3月 ラグビーワールドカップ2019

日本大会の試合会場に花園ラグ
ビー場が選ばれる

平成28年

8月 井山裕太氏に名誉市民の称号を
贈る

10月 市立総合病院が地方独立行政法
人市立東大阪医療センターに移
行
東大阪版DMO「東大阪ツーリ
ズム振興機構」発足
関西ワールドマスターズゲーム
ズ2021のラグビー競技会場に
市花園ラグビー場が決定

　

20
年
後
。「
世
界
に
一

人
だ
け
の
木
村
伊
央
里
で

あ
る
」
と
、
自
信
を
も
っ

て
言
い
き
れ
る
私
で
あ
り

た
い
で
す
。

　

２
０
３
７
年
、
私
は
44

歳
で
す
。今
の
私
の
夢
は
、

ど
れ
ほ
ど
の
質
と
量
で
叶

え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
歌
手
に
な
り
た
い
。

世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
た

い
。教
育
に
携
わ
り
た
い
。

学
び
続
け
た
い
。
よ
り
多

く
の
人
び
と
と
、
多
彩
な

方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
。
変

化
す
る
世
界
で
、
常
に
こ

の
感
性
を
カ
タ
チ
に
し
て

発
信
し
続
け
た
い
。
笑
顔

で
あ
り
た
い
。
純
粋
で
あ

り
た
い
。
オ
サ
イ
フ
も
コ

コ
ロ
も
裕
福
で
あ
り
た
い

（
笑
）。
そ
し
て
そ
ん
な
私

が
、
認
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
生
き
て
い
た
い
で

す
。「
木
村
伊
央
里
に
し

か
創
れ
な
い
世
界
」
が
必

要
と
さ
れ
る
な
ら
、
こ
ん

な
に
キ
ラ
キ
ラ
な
未
来
は

あ
り
ま
せ
ん
！

　

20
年
後
。
私
が
生
き
て

き
た
年
数
と
同
じ
く
ら
い

の
未
来
。
や
さ
し
い
世
界

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

２
０
１
７
年
。
今
年
26

歳
に
な
る
私
は
今
、
東
大
阪
に
本
社
を
持
つ
株
式
会

社
サ
ン
ク
レ
ス
ト
に
勤
め

る
傍
ら
、
一
般
財
団
法
人

青
少
年
夢
応
援
隊
の
事
務

局
を
兼
任
し
て
お
り
ま
す
。

　

サ
ン
ク
レ
ス
ト
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ク
セ
サ

リ
を
製
造
販
売
す
る
メ
ー

カ
ー
な
の
で
す
が
、
私
は

管
理
部
に
所
属
し
て
お

り
、
主
に
広
報
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

　

20
年
後
に
は
、
現
在
の

仕
事
へ
注
力
し
、
も
っ
と

お
客
様
の
目
の
届
く
、
購

買
意
欲
を
高
め
る
商
品
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
製

造
し
た
商
品
の
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
す
戦
略
を
立
て

れ
る
人
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
夢
応
援

隊
で
は
、
夢
を
諦
め
ざ
る

を
得
な
い
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
実
現
し
て
も
ら
え
る

よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

20
年
後
に
は
、
現
在
支

援
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
、
大
人
に
な
り
、
20
年

後
の
子
ど
も
を
支
援
す

る
。
そ
ん
な
青
少
年
夢
応

援
隊
に
な
れ
る
よ
う
、
私

は
頑
張
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

元八尾市職員の冨宅正浩氏が柏
原市長に当選（中央）バンザイ

榊原啓純11リジョン・チェアパーソン （左） から
目録を受けた野田義和・東大阪市長

創業63年目創業63年目 ㈷
東
大
阪
市
制
50
周
年

　

八
尾
市
で
は
、
地
域
経

済
振
興
に
大
き
な
功
績
の

あ
っ
た
団
体
や
個
人
を
顕

彰
す
る
制
度
「
八
尾
市
中

小
企
業
地
域
経
済
振
興
功

績
者
顕
彰
制
度
」
を
設
け

て
お
り
、
平
成
28
年
度
に

お
い
て
は
、
２
月
15
日

（
水
）
に
、
八
尾
市
長
よ

り
次
の
６
者
に
顕
彰
状
を

授
与
し
た
（
敬
称
略
）。

　

株
式
会
社
ア
イ
セ
ル

　

葵
ス
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リ
ン
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錦
城
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富
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小
川
康
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パ
テ
ィ
ス

リ
ー
イ
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レ
ッ
ク
オ
ガ

ワ
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㈱
て
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に
し
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八尾の地域経済振興への
功績者に市長から顕彰状

〔河内40年史より〕

川端竹夫

　

柏
原
市
長
選
挙
の
投
・
開
票
が
２
月
12
日
（
日
）

行
わ
れ
維
新
推
薦
の
冨ふ

宅け

正ま
さ

浩ひ
ろ

氏
（
41
）
が
当
選

し
た
。
冨
宅
氏
は
感
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
「
市
民
の
声
を

で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
４
年
間
で
新
し
い
柏
原
の
た

め
に
全
力
で
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

当
冨
宅
正
浩
１
１
７
５
７

　

友
田　

景　

９
２
２
７

　

濵
浦
佳
子　

２
２
８
３

　

江
村　

淳　

１
７
３
４

　

市
議
補
選

当
寺
田
悦
久
１
１
７
８
４

　

鈴
木
興
治
１
０
９
４
２

市
議
選
は
寺
田
悦
久
氏
が
当
選

　

平
成
28
年
７
月
に
、
大

阪
経
済
法
科
大
学
の
学
生

に
よ
る
消
防
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
（
通
称
Ｓ
Ａ

Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
）が
発
足
さ
れ
、

八
尾
市
消
防
本
部
と
大
阪

経
済
法
科
大
学
は
消
防
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
覚
書
を
締

結
し
た
。

　

こ
の
覚
書

に
よ
り
、
消

防
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組

織
「
Ｓ
Ａ
Ｆ

Ｅ
Ｔ
Ｙ
」
の

学
生
が
い
ざ

と
い
う
と
き

防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

大
学
や
地
域

に
お
い
て
活

躍
で
き
る
よ

う
に
、
消
防

職
員
が
消
防

法
に
基
づ
い

て
行
う
立
入

検
査
に
同
行

し
、
建
物
の
防
火
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
月
14
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
同
大

学
八
尾
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス

で
消
防
査
察
を
実
施
し

た
。

大阪経法大で消防査察（八尾）

消防支援ボランティア組織「SAFETY」のメンバー

ライオンズクラブ国際協会
335-Ｂ地区11リジョン13クラブ

花園ラグビー場に
展示用ケース寄贈

柏
原
市
長
に
冨
宅
正
浩
氏

11
リ
ジ
ョ
ン
13
ク
ラ
ブ
が

東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場
に
新
し
く
設
置
さ
れ
る

資
料
室
に
展
示
用
ケ
ー
ス

を
寄
贈
し
た
。
ケ
ー
ス
と

共
に
寄
付
金
６
０
０
万
円

も
添
え
ら
れ
た
。

　

２
月
10
日
、
東
大
阪
市

役
所
市
長
室
（
東
大
阪
市

荒
本
北
１
）
に
て
目
録
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

こ
で
、
野
田
義
和
東
大
阪

市
長
が
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
会
長
に
対
し
て
感
謝

状
を
贈
っ
た
。

 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
３
３
５
―
Ｂ
地
区

小
澤
司
法
書
士
事
務
所

登
記
全
般
・
成
年
後
見
・
債
務
整
理

事
務
所

〒
555―

0023　
大
阪
市
西
淀
川
区
花
川
二
丁
目
二
一
番
一
三
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西
淀
ビ
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四
階

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
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〇
六
）六
四
七
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七
六
三
三

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
六
）六
四
七
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二
七
七
七

　
　
　
　
　
　
　

訴　

訟（
〇
六
）六
四
七
五―

七
六
五
八

小
澤
正
俊

簡
裁
代
理
認
定
司
法
書
士

行
政
書
士

八
尾
モ
ー
ル
株
式
会
社

〒
581―
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目
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や
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九
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一
一
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Ａ
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）
九
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一
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四

八
尾
市
都
市
開
発

株
式
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社

〒
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八
尾
市
東
本
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３―
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税
制
改
正
っ
て
毎
年
あ
る
。
し
か
も
税
金
の
種
類
は

多
い
の
で
「
改
正
税
法
」
な
ん
て
書
籍
が
出
版
さ
れ
、

税
理
士
は
仕
事
だ
か
ら
毎
年
こ
れ
を
読
ま
な
い
と
い
け

な
い
が
、
あ
ま
り
の
多
さ
に
歳
と
共
に
「
本
当
に
こ
の

改
正
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
」と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

正
直
に
言
う
と
読
む
の
が
つ
ら
い
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
が
把
握
し
て
い

る
税
制
改
正
項
目
っ
て
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
最

近
の
関
心
事
は
消
費
税
の
10
％
が

延
期
さ
れ
た
こ
と
、
食
料
品
は
軽

減
税
率
に
な
る
こ
と
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
は
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
す
る
の

で
分
か
る
と
思
う
が
、
他
の
改
正

項
目
は
税
理
士
以
外
の
人
は
ど
れ

く
ら
い
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
も
消
費
税
に
つ
い
て
語
っ
て
み
よ
う
。
前
回
か

ら
の
流
れ
で
、
消
費
税
は
事
業
者
が
納
め
る
の
だ
が
、

免
税
と
な
る
事
業
者
と
簡
易
課
税
と
い
う
計
算
方
法
が

あ
る
と
お
伝
え
し
た
。
免
税
事
業
者
の
判
定
は
２
年
前

の
売
上
が
１
、 ０
０
０
万
円
以
下
な
ら
免
税
と
な
る
の

だ
が
、
開
業
当
初
は
２
年
前
が
な
い
の
で
開
業
し
て
２

年
間
は
誰
で
も
免
税
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
改
正
で
資
本
金
が
１
、 ０
０
０
万
円
以
上
の

会
社
は
１
年
目
か
ら
消
費
税
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
と
な

っ
た
。

　

こ
こ
で
す
よ
、
こ
こ
！　

な
ん

で
１
、 ０
０
０
万
円
以
上
の
資
本

金
な
の
か
。
昔
は
株
式
会
社
を
つ

く
る
の
に
は
最
低
資
本
金
と
い
う

の
が
あ
っ
て
１
、 ０
０
０
万
円
が

最
低
の
時
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
残

だ
ろ
う
。
株
式
会
社
は
課
税
し
て
、

有
限
会
社
は
免
税
と
い
う
感
じ
で

行
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
は
１
円
で
も
株
式

会
社
は
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
、
会
社
を
つ
く
る
人
で
資
本
金
に
こ
だ
わ
り
が
な

け
れ
ば
、
９
０
０
万
円
に
す
れ
ば
良
い
だ
け
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
、
分
か
り
そ
う
な
も
の
だ
け
ど
、
ど
う
し

て
こ
う
す
る
の
か
な
。
全
部
課
税
に
し
て
も
良
い
気
が

す
る
け
ど
。 税制改正は毎年あるのだけど①

笑う笑う
税理士

10
税理士 上西　知

共同開発
  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 

災
害
時
対
応
の

「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」パイプイス人引車 36,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

大
好
評
に
つ
き
受
注
後

約
20
日
で
納
品
し
ま
す

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用

　

あ
る
朝
、
翔
平
は
か
ら
り
と
し
た
掛
け
布
団
の
匂
い
で

目
が
覚
め
た
。
そ
れ
は
カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
差
し
込
ん

だ
光
が
、
檸
檬
の
よ
う
に
健
や
か
な
黄
色
い
輪
を
頬
の
上

に
落
と
し
て
い
た
か
ら
だ
。
細
か
い
泡
を
立
て
て
血
が
沸

騰
す
る
よ
う
に
、
こ
そ
ば
ゆ
い
頬
に
手
を
当
て
る
と
春
の

光
に
ほ
く
ほ
く
と
緩
ん
だ
土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
た
。
冬

ご
も
り
し
て
い
た
虫
が
踊
り
な
が
ら
這
い
出
る
よ
う
な
陽

気
さ
に
、
い
く
ら
か
微
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。
た
だ
頬
の
上

の
左
手
に
違
和
感
を
覚
え
た
の
も
事
実
だ
っ
た
。
翔
平
は

ゆ
っ
く
り
と
左
の
手
の
ひ
ら
を
顔
の
前
に
広
げ
た
。
そ
れ

は
翔
平
の
知
る
左
手
で
は
な
か
っ
た
。

　

指
が
長
か
っ
た
。
そ
れ
も
指
の
付
け
根
か
ら
第
２
関
節

に
向
け
て
の
辺
り
が
す
ら
り
と
伸
び
て
い
た
。
そ
し
て
日

差
し
の
上
で
光
を
放
つ
よ
う
に
、
そ
の
色
は
驚
く
ほ
ど
白

か
っ
た
。
ま
る
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
よ
う
だ
。
翔
平
は
そ
う

思
っ
た
。
し
か
し
翔
平
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
職
業

に
つ
い
た
人
間
の
手
を
細
か
く
見
た
こ
と
は
今
ま
で
に
１

度
も
な
か
っ
た
。
印
象
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

翔
平
は
手
の
ひ
ら
を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
た
。
そ
し

て
、
右
手
も
同
じ
よ
う
に
光
に
か
ざ
し
て
み
た
。
そ
れ
は

模
型
の
豪
華
客
船
と
い
う
質
感
よ
り
も
、
い
く
ら
か
爬
虫

類
に
似
た
艶
め
か
し
さ
が
あ
っ
た
。
手
の
甲
に
黒
々
と
し

た
毛
が
１
本
も
生
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
よ
く
見
る
と
、
つ
る

り
と
し
て
い
る
よ
う
で
い
て
実

際
に
は
細
か
な
産
毛
が
金
色
に

な
び
い
て
い
た
。
朝
露
に
濡
れ

た
桃
を
思
い
出
し
た
。

　

翔
平
は
思
っ
た
。
こ
れ
は
自

分
の
手
で
は
な
い
。
そ
し
て
以

前
の
自
分
の
手
を
思
い
出
そ
う

と
し
た
。
し
か
し
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
霞
の
中
で
黒
い

影
が
左
右
に
動
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
掴
め

な
い
、
と
い
う
な
ん
と
も
も
ど
か
し
い
気
分
だ
。
覚
え
て

い
た
夢
の
出
来
事
が
、
砂
が
手
の
ひ
ら
の
間
を
さ
ら
さ
ら

と
落
ち
て
い
く
よ
う
に
、
記
憶
か
ら
次
か
ら
次
へ
と
消
え

て
い
く
。
そ
し
て
最
後
に
は
夢
を
見
た
と
い
う
こ
と
だ
け

を
覚
え
て
い
る
、
と
い
っ
た
間
抜
け
な
状
態
に
成
り
果
て

る
の
だ
。

　
「
し
ょ
う
へ
ー
い
。
は
よ
ぉ
、
お
き
ん
か
ー
い
」

　

母
、
加
奈
の
声
は
階
段
を
一
気
に
突
き
上
が
り
、
扉
を

抜
け
て
届
い
た
。
ス
マ
ホ
を
見
る
と
、
液
晶
の
中
の
布
団

太
鼓
の
上
で
浮
き
上
が
っ
た
数
字
の
列
が
、
今
の
時
間
を

指
し
て
い
た
。

　
「
し
ょ
う
へ
い
、
は
よ
ぉ
、支
度
せ
ん
と
ま
た
遅
刻
す
ん

で
」

　

加
奈
は
階
段
か
ら
降
り
て
き
た
翔
平
に
目
も
く
れ
ず
３

つ
の
弁
当
箱
そ
れ
ぞ
れ
に
具
材
を
詰
め
て
い
る
。

　
「
こ
な
い
だ
も
あ
れ
や
ろ
、
あ
ん
た
、
専
務
に
え
ら
い
ど

や
さ
れ
た
ん
や
っ
て
な
。
ヒ
ロ
坊
が
い
う
と
っ
た
わ
。『
お

ば
ち
ゃ
ん
、
翔
平
せ
ん
ぞ
し
ば
か
れ
と
っ
た
で
ぇ
。
そ
ら

３
回
目
は
さ
す
が
に
手
ぇ
で
る
わ
な
ぁ
、
専
務
も
』
い
う

て
。
ほ
ん
ま
、
ち
ゃ
ん
と
せ
な
あ
か
ん
で
。
お
か
ぁ
ち
ゃ

ん
、
知
ら
ん
や
ん
、
そ
の
前
に
２
回
も
遅
刻
し
て
ん
の
。

あ
ん
た
こ
っ
か
ら
工
場
ま
で
チ
ャ
リ
で
10
分
言
う
て
た
や

ん
。
ほ
ん
ま
か
い
な
、
え
ら
い
早
い
な
ぁ
〜
、
若
さ
の
な

せ
る
業
や
な
ぁ
思
う
と
っ
た
け
ど
、
な
ん
て
こ
と
あ
ら
へ

ん
、
ど
ん
な
け
必
死
こ
い
て
こ
い
で
も
25
分
か
か
る
言
う

て
ヒ
ロ
坊
い
う
と
っ
た
で
」

　

淀
み
な
く
話
す
加
奈
は
、
口
を
動
か
し
な
が
ら
も
そ
の

倍
、
手
ま
で
動
か
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
、
美
樹
は
？
」

　
「
美
樹
？　

さ
っ
き
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
音
聴
こ
え
と
っ
た
か

ら
、
も
う
シ
ャ
ワ
ー
終
わ
っ
た
ん
ち
ゃ
う
か
？
」

　
「
そ
う
、
あ
り
が
と
う
」

　
「
っ
て
、
あ
ん
た
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
た
ん
？　

専
務
の
こ

と
。
今
日
怒
ら
れ
た
ら
あ
ん
た
ク
ビ
や
で
。
ト
ラ
ン
プ
も

お
ら
ん
の
に
。
工
場
ク
ビ
な
っ
た
と
か
聞
い
た
ら
お
母
ち
ゃ

ん
恥
ず
か
し
ぃ
て
青
山
通
り
歩
か
れ
へ
ん
わ
ほ
ん
ま
」

　

そ
こ
ま
で
言
っ
て
手
が
止
ま
る
。

　
「
…
お
母
さ
ん
？
」

　

加
奈
が
見
上
げ
た
視
線
の
先
に
は
既
に
翔
平
の
姿
は
な

か
っ
た
。

　

水
の
流
れ
る
音
が
し
て
ト
イ
レ
か
ら
父
、
治
が
出
て
く

る
。
右
手
に
は
折
り
た
た
ん
だ
新
聞
紙
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
な
ぁ
。
ほ
ん
ま
に
メ
キ
シ

コ
に
壁
作
る
ん
ち
ゃ
う
や
ろ
か
」

　

禿
げ
た
頭
に
似
合
わ
ぬ
訝
し
気
な
表
情
は
役
所
勤
め
30

年
の
深
い
皺
に
趣
を
与
え
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
、
父
ち
ゃ
ん
新
聞
ト
イ
レ
に
持
っ
て
い
か
ん

と
い
て
、
臭
な
る
」

　
「
え
え
や
ん
け
ぇ
、
臭
な
る
っ
て
、
ど
っ
ち
か
い
う
た
ら

臭
い
消
す
も
ん
や
ろ
新
聞
は
。
ど
う
せ
捨
て
ん
ね
や
し
」

「『
け
ぇ
』
っ
て
言
わ
ん
と
い
て
、
下
品
や
わ
。
そ
ん
な
こ

と
よ
り
、
は
よ
ス
ー
ツ
穿
い
て
。
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
股

引
で
う
ろ
う
ろ
せ
ん
と
い
て
、
み
っ
と
も
な
い
」

　
「
何
い
う
て
ん
ね
ん
、
お
前
も
河
内
の
女
や
ろ
。
ワ
シ
、

『
け
ぇ
』
言
わ
ん
か
っ
た
ら
ち
ゃ

ん
と
喋
ら
れ
へ
ん
わ
」

　
「
河
内
い
う
て
も
寝
屋
川
の

方
の
北
河
内
で
す
。
大
和
川
よ

り
淀
川
寄
り
や
か
ら
一
緒
に
せ

ん
と
い
て
。
ま
る
で
『
け
ぇ
』

言
う
た
ら
ち
ゃ
ん
と
喋
れ
る
み

た
い
な
言
い
方
し
て
」

　
「
喋
っ
と
る
や
な
い
か
」

　
「
喋
っ
て
る
ん
と
、
喋
れ
て
る
ん
は
意
味
ち
ゃ

う
か
ら
」

　
「
あ
ほ
か
！　

だ
ぁ
っ
と
け
！
」

　

ず
ず
ず
と
音
を
立
て
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
治
。

　

翔
平
は
洗
面
台
の
前
に
来
て
驚
い
た
。
そ
れ
は

鏡
に
映
っ
た
自
分
に
対
す
る
驚
き
で
あ
る
。
目
を

見
開
き
、
両
手
で
顔
に
触
れ
る
。

　
「
え
…
、
君
は
、
誰
？
」

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―①―
新
連
載

次
号
（
３
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

　

そ
の
夜
、
広
々
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

で
一
人
で
夕
食
を
摂
っ
て
い
る
と
、
あ

の
ド
イ
ツ
人
の
婦
人
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
ま
た
誰
か
雇
え
と
で
も
言
い
に
来

た
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、

　
「
ア
メ
リ
カ
人
の
夫
婦
が
ガ
イ
ド
を
雇

う
お
金
が
な
い
の
で
、
あ
な
た
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

貴
方
の
許
可
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
な
の
で
す

が
…
…
」
と
言
う
の
で
す
。
夫
婦
は
食

事
そ
の
他
、
自
分
た
ち
の
身

の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す

る
と
い
い
ま
す
。
僕
に
は
三

人
雇
わ
な
い
と
行
か
せ
な
い

と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と

思
い
ま
し
た
が
、
ポ
ー
タ
ー

と
ガ
イ
ド
を
雇
う
料
金
は
、

一
ド
ル
三
百
六
十
円
で
計
算

し
て
も
思
っ
た
ほ
ど
高
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に

考
え
て
み
れ
ば
一
人
き
り
で

登
る
の
も
寂
し
い
し
、
三
人

な
ら
賑
や
か
に
な
っ
て
楽
し

く
登
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て

「
Ｏ
Ｋ
」
と
返
事
を
し
ま
し
た
。
日
本
人

の
、
と
い
う
よ
り
僕
の
弱
腰
を
見
抜
か

れ
た
よ
う
で
す
。

　

一
人
で
登
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、

こ
の
よ
う
な
事
情
で
総
勢
六
人
に
な
り
、

次
の
日
朝
早
く
ホ
テ
ル
を
出
発
し
ま
し

た
。

　

僕
の
荷
物
は
全
て
ポ
ー
タ
ー
が
持
っ

て
く
れ
ま
す
し
、
食
事
も
味
は
と
も
か

く
コ
ッ
ク
が
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、
僕

は
た
だ
歩
く
だ
け
で
す
。
か
つ
て
ア
フ

リ
カ
を
植
民
地
支
配
し
て
い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
旅
行

を
し
て
い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

歩
く
ほ
か
は
全
て
他
人
任
せ
と
い
う
旅

を
し
た
経
験
の
な
い
僕
に
は
、
い
さ
さ

か
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
る
登
山
と
な

り
ま
し
た
。

　

広
大
な
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
裾
野
を

抜
け
た
あ
と
、
延
々
と
続
く
バ
ナ
ナ
畑

を
通
っ
て
、
夕
方
に
第
一
ロ
ッ
ジ
に
着

き
ま
し
た
。
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
山
は
、

途
中
で
三
つ
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
（
ロ
ッ

ジ
）
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
登
っ

て
行
き
ま
す
。
標
高
が
高
く
空
気
が
薄

い
た
め
急
に
上
る
と
高
山
病
に
か
か
る

の
で
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
経
由
し
て

体
を
慣
ら
し
な
が
ら
登
っ
て
行
く
の
で

す
。

　

コ
ッ
ク
が
さ
っ
そ
く
食
事
を
用
意
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
何

が
入
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
濃
い

カ
レ
ー
の
よ
う
な
色
を
し
た
ス
ー
プ
の

よ
う
な
も
の
と
パ
ン
で
、
登
山
中
の
食

事
は
ず
っ
と
同
じ
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
あ
と
、
ロ
ッ
ジ
の
前
の
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
夫
婦
と
談
笑

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
麓
の
ほ
う
か
ら
白

人
の
青
年
が
一
人
、
元
気
よ
く
走
っ
て

登
っ
て
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
を
追
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
僕
を
掴
ま
え

て
「
僕
も
登
山
し
た
い
が
、
お
金
が
な

い
の
で
ガ
イ
ド
を
雇
え
な
い
。
あ
な
た

が
許
可
し
て
く
れ
た
ら
一
緒
に
行
っ
て

良
い
と
ホ
テ
ル
で
聞
い
て
き
た
。
身
の

回
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
の
で
よ
ろ

し
く
」
と
言
う
の
で
す
。
こ
れ
に
は
驚

き
ま
し
た
が
、
ま
た
ま
た
日
本
人
の
甘

さ
を
露
呈
し
て
、
特
に
断
る
理
由
は
な

い
し
、
こ
の
青
年
も
一
緒
に
つ
れ
て
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
日
本
人
一
人
と
僕
が
雇
っ

た
現
地
人
三
人
、
ア
メ
リ
カ
人
夫
婦
、

白
人
青
年
の
計
七
人
で
登
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
青
年
は
イ
ギ
リ
ス
人

で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
学
生
だ
と

い
い
ま
し
た
。
今
は
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
東
ア
フ
リ
カ
を
貧
乏
旅
行
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
彼
が
言
う
に
は

「
学
生
は
冒
険
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
自
分
の
目
で
世
界
を
見
て
く
る
こ

と
が
エ
リ
ー
ト
の
条
件
で
、
机
に
か
じ

り
つ
い
て
学
問
ば
か
り
や
っ
て
い
て
も

見
識
は
広
が
ら
な
い
」。

　

イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ー
ト
は
機
会
が
あ

れ
ば
冒
険
旅
行
す
る
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
に
彼
自
身
が
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
実
行
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
う

わ
さ
は
本
当
の
よ
う
で
す
。

　

学
生
だ
か
ら
お
金
を
持
っ
て
い
る
わ

け
が
な
い
の
に
、
経
済
的
に
苦

し
く
て
も
彼
ら
は
冒
険
に
出
か

け
る
と
い
う
の
で
す
。
親
に
頼

る
と
い
う
発
想
が
な
い
こ
と
も

新
鮮
で
、
日
本
の
学
生
と
は
根

本
的
に
違
う
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。

　
「
僕
は
ア
フ
リ
カ
を
選
ん
で

や
っ
て
来
た
」
と
言
い
、
イ
ギ

リ
ス
を
出
発
し
て
す
で
に
二
〜

三
週
間
滞
在
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
「
イ
ギ
リ

ス
は
、
料
理
が
不
味
い
こ
と
で

有
名
だ
。
ス
テ
ー
キ
の
肉
も
硬

く
て
、
な
か
な
か
噛
み
切
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
あ
の
よ
う
な
ス
テ
ー
キ

で
さ
え
、
今
は
懐
か
し
い
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
国
を
出
て
旅
を
し
て
い
る

う
ち
に
、
母
国
に
対
す
る
見
方
と
い
う

か
意
識
が
彼
の
中
で
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

アフリカ編

キリマンジャロへ登る

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子
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（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体1620円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

な
つ
か
し
い
写
真

近
鉄
電
車
〈
写
真
提
供
〉

読
者・坂
口
功
氏

撮影時期　昭和28年７月ごろ
撮影場所　大阪赤十字病院付近
大阪ー國分間（普通）
　大阪赤十字病院は、近鉄の利用者に
とっては、唯一権威ある総合病院で、
近鉄の前身（大軌）の大阪ー奈良間　
が開通する少し前にできました。
　戦争中は陸軍指定病院となり、戦後
はGHQに接収されていました。
　詳細は大阪赤十字病院の沿革で分か
ります。

　

２
月
３
日
、
河
内
ノ
国
一
之

宮
・
枚
岡
神
社
お
よ
び
石
切
劔
箭

神
社
に
て
「
節
分
祭
」
が
厳
か
に

斎
行
さ
れ
た
。「
立
春
」
の
前
日
、

折
か
ら
の
寒
波
も
収
ま
り
、
穏
や

か
な
春
の
訪
れ
に
誘
わ
れ
て
大
勢

の
善
男
善
女
が
両
神
社
を
参
詣
し

た
。

　

枚
岡
神
社
で
は
氏
子
総
代
の
和わ

合ご
う
猛
さ
ん
、
責
任
役
員
の
坂
本

義
一
さ
ん
が
呼
吸
を
合
わ
せ
て
餅

を
つ
き
、
厄
除
け
ぜ
ん
ざ
い
用
に

春
の
訪
れ
、立
春
の
候

供
し
て
い
た
。

　

石
切
神
社
で
は
絵
馬
殿
に
て

崇
敬
会
他
の
有
志
に
よ
り
「
豆

ま
き
神
事
」
が
行
わ
れ
た
。

 

（
小
川
秀
人
）

　

１
月
27
日
、
商
工
中
金

東
大
阪
支
店
（
加
賀
美
孝

支
店
長
）
が
主
催
す
る
東

大
阪
緑
友
会
・
東
大
阪
中

金
ユ
ー
ス
会
の
新
年
互
礼

会
が
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー

ル
ト
ン
大
阪
（
大
阪
市
北

区
梅
田
２
）
で
開
か
れ

た
。
役
員
懇
談
会
の
あ

と
、
発
酵
学
者
の
小
泉
武

夫
東
京
農
業
大
学
名
誉
教

授
が
「
健
康
長
寿
の
た
め

の
食
生
活
」
と
題
し
て
講

演
を
し
た
。
医
食
同
源
、

和
食
の
大
事
さ
、
免
疫
力

を
高
め
る
食
事
に
つ
い
て

語
り
、
約
１
２
０
名
の
参

加
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど

真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。
日

本
人
の
腸
の
長
さ
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
違
い
な
ど
か
ら
、
洋

食
（
肉
食
）
よ
り
和
食
が

良
く
、
健
康
寿
命
は
食
習

慣
な
の
で
「
肉
を
食
べ
過

ぎ
な
い
、
食
べ
る
と
き
は

野
菜
と
一
緒
に
」
と
強
調

し
た
。

　

講
演
後
の
懇
親
会
は
、

西
村
一
郎
緑
友
会
会
長
の

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
開

会
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
。

来
賓
と
し
て
野
田
義
和
東

大
阪
市
長
、
実
貴
一
仁
東

大
阪
商
工
会
議
所
常
務
理

事
、
梅
田
晃
士
郎
商
工
中

金
常
務
執
行
役
員
が
駆
け

つ
け
、
来
賓
代
表
と
し
て

野
田
市
長
が
挨
拶
し
た
。

約
1
時
間
、
参
加
者
は
名

刺
交
換
な
ど
行
い
和
や
か

に
懇
親
を
深
め
た
。

 

（
大
賀
清
志
）

石切劔箭神社の豆まき神事

開会挨拶する西村一郎緑友会会長

120人の参加者を引き付ける小泉武夫氏

木積康弘宮司（左）と野田彰子東大阪市議
 （石切劔箭神社にて）

厄除けぜんざいを振るまう枚岡神社敬神婦人会の皆さん

和合猛さん（左）
と坂本義一さん

節
分
祭
斎
行

発
酵
学
者 

小
泉
武
夫
氏
が
講
演

「
健
康
長
寿
の
た
め
の
食
生
活
」

東 大 阪 緑 友 会
東大阪中金ユース会

商工中金東大阪支店

和やかに

新年互礼会
120人が親睦深める

枚
岡
神
社

石
切
劔
箭
神
社

和やかな懇親会



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２９年２月１５日（水）

ん
（
39
）、
桐
蔭
横
浜
大

学
准
教
授
の
今
泉
隆
裕
さ

ん
（
41
）
と
、
著
名
な
能

楽
の
専
門
家
で
あ
り
今
回

の
「
高
安
」
復
曲
に
実
際

携
わ
っ
た
面
々
で
あ
る
。

「
能
は
謡
に
舞
、
そ
し
て

演
劇
。
言
わ
ば
室
町
時
代

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
狂
言

は
コ
ン
ト
」
と
初
心
者
に

も
分
か
り
や
す
い
解
説
で

観
覧
客
を
引
き
付
け
る
。

シ
テ
方
・
ワ
キ
方
な
ど
の

演
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
夢
幻
能
、
現
在
能
に
お

け
る
形
式
の
違
い
に
つ
い

て
、「
劇
、
そ
れ
は
何
事

か
の
到
来
で
あ
り
、
能
、

そ
れ
は
何
者
か
の
到
来
で

あ
る
」
と
語
っ
た
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
で
あ

り
詩
人
の
ポ
ー
ル
・
グ

ロ
ー
デ
ル
の
言
葉
を
引
き

合
い
に
出
し
、
特
有
の
世

界
観
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
も
の
に
変
換
し
、
理
解

を
深
め
る
。
教
養
と
し
て

幾
分
か
知
っ
て
お
く
と
よ

り
一
層
、
能
の
世
界
を
楽

し
め
る
と
い
う
の
も
頷
け

る
。

　

注
目
は
今
回
復
曲
さ
れ

る
「
高
安
」
に
つ
い
て
。

伊
勢
物
語
と
も
関
係
が
あ

り
、
何
よ
り
八
尾
の
地
が

舞
台
で
あ
る
。
在
原
業
平

が
高
安
の
女
へ
会
う
た
め

に
奈
良
か
ら
通
っ
て
い
た

と
い
う
物
語
を
元
と
し
、

そ
れ
ら
複
数
の
伝
本
か
ら

再
構
築
し
、
晴
れ
て
復
曲

を
迎
え
た
。
企
画
の
立
ち

上
げ
か
ら
数
え
る
と
10
年

と
い
う
歳
月
で
あ
る
。

　

中
で
も
業
平
に
捨
て
ら

れ
た
女
（
高
安
の
女
）
の

使
用
し
た
飯
匙
に
対
す
る

解
釈
は
新
た
な
も
の
で
、

業
平
を
思
う
女
の
情
念
は

見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
筋
を
知
り
、
物
語
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
自
分
な
り

に
探
り
な
が
ら
舞
台
を
味

わ
う
こ
と
が
能
の
楽
し
み

方
の
１
つ
で
す
。
演
者
と

観
客
、
互
い
の
想
像
力
を

結
ん
だ
と
こ
ろ
に
能
の
魅

力
が
あ
り
ま
す
」。
西
野

さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

本
公
演
は
２
月
25
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
八

尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
。�

（
嶋
津
亮
太
）

行
っ
て
い
る
の
は
、
日
本

空
手
道
南
宮
派
糸
東
流
・

日
本
古
武
道
居
合
道
無
外

流「
憲
武
会
・
興
隆
館
」（
吉

田
又
弘
館
長
）。

　

ま
ず
は
準
備
運
動
で
体

を
ほ
ぐ
し
、
次
に
ゴ
ム

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊
び
な

が
ら
体
を
温
め
る
。

　

い
よ
い
よ
武
道
。空
手
、

杖
術
、
居
合
道
な
ど
自
分

の
好
き
な
も
の
を
選
ん
で

行
う
。

　

張
り
詰
め
た
空
気
の
な

か
で
武
道
に
打
ち
込
ん
で

い
る
と
、
ス
ト
レ
ス
発
散

に
な
る
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
効

果
も
あ
り
、
女
性
に
も
人

気
。

　

誰
で
も
気
軽
に
見
学
で

き
る
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
吉
田
又
弘
館
長
（
☎

０
６
―
６
７
２
３
―
３
８

３
１
）
へ
。

　
「
我
が
国
の
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
精

神
・
文
化
お
よ
び
歴
史
の

学
び
を
通
し
て
、
世
界
で

活
躍
す
る
日
本
人
を
育
成

し
ま
す
」
と
い
う
志
を
立

て
、
吉
村
和
三
治
八
尾
市

議
（
66
）
は
毎
週
土
曜
日

の
朝
10
時
〜
11
時
に
河
内

種
ま
き
寺
子
屋
（
八
尾
市

若
林
町
２
―
26
）
を
開
い

て
い
る
。
講
師
は
、
吉
村

市
議
の
ほ
か
杉
本
哲
也
さ

ん
、
藤
久
晃
さ
ん
、
田
中

貴
士
さ
ん
が
担
当
。

　
「
腰
骨
を
立
て
ま
す
」

「
あ
い
さ
つ
は
自
分
か
ら

先
に
し
ま
す
」「
返
事
は

『
ハ
イ
』
と
元
気
よ
く
し

ま
す
」「
は
き
物
や
イ
ス

を
そ
ろ
え
ま
す
」
と
い
う

４
つ
の
約
束
の
も
と
運
営

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

さ
に
教
育
学
者
森
信
三
の

思
想
に
他
な
ら
な
い
。

　

寺
子
屋
の
時
間
割
は
、

あ
い
さ
つ
、
返
事
、
立
腰
、

名
言
の
唱
和
（
論
語
、
教

育
勅
語
な
ど
）、 

話
（
神

話
・
偉
人
伝
な
ど
）、
お

楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
毎
回
15
人
ほ
ど

が
学
ん
で
い
る
。

　

い
つ
も
参
加
し
て
い
る

塚
本
果
奏
さ
ん
（
大
正
北

小
３
）
は
「
頭
が
柔
ら
か

く
な
っ
た
」、
山
本
結
月

さ
ん
（
長
吉
南
小
４
）
は

「
歴
史
の
話
を
聞
け
て
楽

し
い
」、
栗
山
海
里
さ
ん

（
大
正
北
小
３
年
）
は
「
昔

の
暮
ら
し
を
学
べ
て
嬉
し

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て

い
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
吉
村

市
議
（
☎
０
７
２
―
９
４

９
―
４
６
４
１
）
へ
。

は
、
歌
手
生

駒
尚
子
さ
ん

の
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
八
尾
支

部
事
務
局
長

も
務
め
て
い

る
。
平
成
26

年
10
月
、
八

尾
地
区
保
護

司
会
創
設
60

周
年
記
念
大
会

に
生
駒
さ
ん
が

出
演
し
た
と
き
か
ら
の
付

き
合
い
。
國
府
さ
ん
は
保

護
司
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

毎
週
日
曜
日
開
く

河
内
種
ま
き
寺
子
屋

八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル

子どもたちにクリスマスケーキを配る吉村和三治市議

吉田又弘館長 （前列中央） を囲んで集合写真

4,104

伝統精神・文化
歴史を学び ――
世界で活躍する日本人育成

中高年のための
憲武会・興隆館

武 道
体 操

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

2017（平成29）年３月24日（金）
19：00開演（18：30開場）

八尾シティーコンサートPart88

八尾市文化会館プリズムホール
★チケット料金★
一般　3,000円（当日300円増）
フレッシュシート＋　1,500円＜大学生以上25歳以下＞
フレッシュシート　　1,000円＜小・中・高校生＞

テレビ朝日「関ジャニの仕分け∞」　「題名のない音楽会」など、メディア出演多数の
全豪No.1ヴァイオリニスト、石川綾子。
ヴィヴァルディ からボカロ、おそ松さんまで、ジャンルの壁を超えたバラエティ豊か
なプログラムに楽しんでいただけること間違いなし！　繰り広げられる超絶技巧
は、ヴァイオリンの常識をくつがえすほど。石川綾子が魅せる、「こんなヴァイオリン
は初めて！」をお楽しみください。
★プログラム★
モンティ：チャルダッシュ
ピアソラ：リベル・タンゴ
久石譲　：君をのせて（「天空の城ラピュタ」より）
黒うさP：千本桜
96　　 ：はなまるぴっぴはよいこだけ（「おそ松さん」より）ほか
※プログラムは変更する場合がございます。予めご了承ください。

石川綾子 ヴァイオリン・リサイタル

��

燻
っ
て
い
た
炭
か
ら
炎
が
上
が
る
よ
う
に
、
ド

ネ
ツ
ク
州
の
ア
ブ
デ
ー
フ
カ
で
戦
闘
が
激
化
し
て

い
る
。
１
月
29
日
ロ
シ
ア
軍
が
暴
れ
出
し
、
８
人

が
死
亡
、
29
人
が
負
傷
。

　

ト
ラ
ン
プ
を
手
下
に
し
た
プ
ー
チ
ン
は
、
ニ
タ

ニ
タ
し
な
が
ら
動
き
出
し
た
の
だ
。
マ
ラ
ン
カ
で

見
た
プ
ー
チ
ン
と
ト
ラ
ン
プ
の
デ
ィ
ー
プ
キ
ス
は

こ
の
よ
う
な
形
で
現
実
化
し
た
の
か
と
脳
裏
を
過

ぎ
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
で
は
逃
げ
惑
う
老
人
や
子
ど
も
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。
人
口
２
万
人
の
ア
ブ
デ
ー
フ
カ

は
地
獄
の
よ
う
だ
。

　

食
い
入
る
よ
う
に
画
面
を
覗
き
込
ん
で
い
る

と
、
ド
ア
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
ド
ア
ホ
ン
を
取
る

と
、
大
晦
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
一
緒
に
し
た

セ
ル
ゲ
イ
君
の
声
が
し
た
。

　

ド
ア
を
開
け
る
と
、
肩
で
息
を
す
る
彼
が
立
っ

て
い
る
。

　
「
嫌
な
予
感
が
し
て
い

ま
し
た
が
、
的
中
し
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
の
攻
撃
が
激

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
戦

い
に
向
か
う
友
だ
ち
を
応

援
す
る
た
め
に
曲
を
作
っ

た
の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て
く

だ
さ
い
」

　

部
屋
に
入
っ
て
も
ら

い
、コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
た
。

　
「
ま
ず
は
体
を
温
め
て

く
だ
さ
い
」

�

２
口
ほ
ど
コ
ー
ヒ
ー
を

口
に
す
る
や
、
セ
ル
ゲ
イ

君
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
取
り
出
し
、
イ

ヤ
ホ
ン
を
接
続
す
る
と
、
私
の
耳
に
押
し
込
ん

だ
。

　

激
し
い
音
楽
が
鼓
膜
に
響
い
た
。
ビ
ー
ト
が
効

い
た
縦
ノ
リ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
野
太
い
男
性
が

叫
ぶ
よ
う
に
歌
う
。
心
臓
に
突
き
刺
さ
る
イ
ン
パ

ク
ト
。ま
さ
に
戦
士
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
音
楽
だ
。

し
ば
ら
く
聴
い
て
い
る
と
、
不
思
議
な
力
が
漲
っ

て
く
る
。

　

知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
目
が
開
き
、
眼
球
が

飛
び
出
し
そ
う
だ
。
そ
ん
な
私
の
目
を
見
て
、
セ

ル
ゲ
イ
君
は
得
意
げ
に
微
笑
ん
だ
。

　
「
い
い
曲
で
し
ょ
う
」

　

私
は
何
度
も
首
を
縦
に
振
っ
た
。

　

鼓
膜
を
震
わ
す
音
楽
は
私
と
一
体
化
し
、
や
が

て
恐
れ
や
悲
し
み
の
な
い
空
っ
ぽ
の
状
態
に
な
っ

て
い
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
72

アブデーフカで戦闘激化

　

他
国
に
先
が
け
て
初
来
日
し
た
マ
テ
ィ

ス
国
防
長
官
は
「
沖
縄
県
の
尖
閣
諸
島
に

適
用
さ
れ
る
」（
安
保
条
約
５
条
）
と
「
守

る
」
こ
と
を
明
言
し
た
。
尖
閣
に
は
守
る

べ
き
も
の
が
も
う
１
つ
あ
る
。そ
こ
は「
希

少
生
物
の
宝
庫
」
だ
。
世
界
的
希
少
種
の

ア
ホ
ウ
ド
リ
や
セ
ス
ジ
ネ
ズ
ミ
、
絶
滅

に
瀕
し
て
い
る
セ
ン
ゴ
ク
モ
グ
ラ
が
棲
む
。
固
有

の
希
少
種
セ
ン
カ
ク
カ
ン
ア
オ
イ
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
無
人
島
に
我
が
も
の
顔
で
ふ
る

ま
う
も
の
が
い

る
。
野
生
化
し

た
ヤ
ギ
の
群
れ

だ
。
何
も
し
な
い
で
い
る
と
彼
ら
に
実
効
支
配
さ

れ
る
。　

　

植
物
生
態
学
者
の
伊
藤
秀
三
氏
は
世
界
自
然
遺

産
第
１
号
と
な
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
固
有
の
リ
ク

イ
グ
ア
ナ
の
国
際
学
術
調
査
隊
の
一
員
と
し
て
上

陸
。
見
た
の
が
ヤ
ギ
だ
っ
た
。「
ヤ
ギ
は
植
物
を

食
べ
て
数
を
増
や
し
、植
生
を
荒
廃
さ
せ
て
い
た
。

草
食
動
物
で
あ
る
リ
ク
イ
グ
ア
ナ
は
餌
を
減
じ
て

い
っ
た
。
サ
ン
タ
フ
ェ
島
の
自
然
復
元
を
目
指
し

て
、
野
生
化
ヤ
ギ
の
撲
滅
が
仕
事
と
な
っ
た
」
と

自
著
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
」（
角
川
選
書
）
に
書

い
て
い
る
。　

　

政
府
は
１
月
19
日
、
世
界
遺
産
候
補
の
「
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
の
や
ん
ば
る
地
域

お
よ
び
西
表
島
」
を
国
連
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
に
正
式
推
薦
を
決
め
た
。
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
や
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど
の
希
少
種
が
生

息
、
生
物
多
様
性
の
保
全
上
重
要
だ
と
自
然
遺
産

の
推
薦
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
夏
の

世
界
遺
産
委
員

会
で
決
ま
る
だ

ろ
う
。

　
「
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保

存
」
法
が
あ
る
。
ま
た
、
地
球
規
模
で
そ
の
保
全

を
目
指
す
「
生
物
多
様
性
条
約
」
締
結
国
だ
。
尖

閣
諸
島
は
固
有
の
動
植
物
が
多
く
生
物
学
的
価
値

が
高
い
。
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
定
期
的
な

定
点
的
観
察
・
調
査
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
遠
慮
す
る

こ
と
は
な
い
。
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
保
護

資
産
化
す
る
こ
と
が
最
も
平
和
的
な
国
土
保
全
で

あ
る
。

尖
閣
の
固
有
生
物
守
る

晴耕雨読

國
分
奈
美
枝
さ
ん
の
笑
顔
で
癒
さ
れ
る
人
が
多
い

新
し
く
設
け
た
テ
ー
ブ
ル
席
の
部
屋
に
立
つ
魚
住
直
さ
ん

八尾市堤町 1-15-2
TEL 072-992-0063
《営業時間》
　月〜金 14 時〜 21 時

お好み焼き つつみ
東大阪市下小阪 5-10-2
TEL06-6727-2214
《営業時間》17時〜 24時
《定休日》月・第３火

四季旬彩ダイニング 誉
ほまれ

　

近
鉄
奈
良
線
八
戸
ノ
里

駅
か
ら
線
路
沿
い
に
東
へ

約
２
分
歩
い
た
と
こ
ろ
に

洒
落
た
店
構
え
の
居
酒
屋

が
あ
る
。
四
季
旬
彩
ダ
イ

ニ
ン
グ
「
誉

ほ
ま
れ」
だ
。

�

店
主
の
魚
住
直

さ
ん
（
40
）
は
、

　

お
好
み
焼
き

の
な
い
お
好
み

焼
き
屋
が
八
尾
に
あ
る
。

山
本
高
校
の
西
に
あ
る

「
お
好
み
焼
き�

つ
つ
み
」

だ
。

　

10
年
前
に
お
好
み
焼
き

屋
で
始
め
た
が
、
居
心
地

の
い
い
店
な
の
で
、
ツ
マ

ミ
を
つ
つ
き
な
が
ら
お
酒

を
飲
む
人
が
多
く
な
り
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
焼
き
そ

ば
は
出
る
も
の
の
お
好
み

焼
き
は
出
な
く
な
っ
た
。

�

今
年
に
入
り
、
店
主
の

國
分
奈
美
枝
さ
ん
（
44
）

は
思
い
切
っ
て
お
好
み
焼

き
を
な
く
し
た
。

　

國
分
さ
ん
は
一
般
財
団

法
人
生
涯
学
習
協
議
会
監

修
・
認
定
の
ビ
ー
ズ
教

室
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ル

シ
」
も
同
店
で
行
っ
て
い

る
（
月
〜
金
、
10
時
〜
11

時
半
）。
好
き
な
ア
ク
セ

サ
リ
ー
や
マ
ス
コ
ッ
ト
が

手
作
り
で
き
る
と
女
性
に

人
気
が
あ
る
。

　

パ
ワ
フ
ル
な
國
分
さ
ん

新
し
い
試
み
を
次
々
と
取

り
入
れ
て
い
る
。

　

昨
年
８
月
に
は
若
者
の

間
で
流
行
っ
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン
Ｚ

ｅ
ｅ
ｔ
ｌ
ｅ
を
取
り
入
れ

た
。

　

ま
た
、
年
末
に
は
店
を

拡
張
し
テ
ー
ブ
ル
席
を
設

け
、
30
席
か
ら
60
席
と
倍

に
し
た
。
子
連
れ
で
来
や

す
く
な
り
、
家
族
の
団
欒

も
増
え
た
。

　

季
節
の
食
材
で
作
ら
れ

る
料
理
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
喜
ば
れ
て

い
る
。
魚
住
さ
ん
の
挑
戦

は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

　

中
高
年
の
た
め
の
武
道

体
操
が
毎
週
日
曜
日
の
朝

９
時
〜
12
時
に
八

尾
市
立
南
木
の
本

防
災
体
育
館
（
八

尾
市
南
木
の
本
３

―
１
―
９
）
で
開

か
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
25
歳
か
ら
83

歳
ま
で
の
老
若
男
女
約
25

人
が
武
道
を
通
し
て
健

康
増
進
を
図
っ
て
い
る
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果 

女
性
に
人
気

【
チ
ケ
ッ
ト
問
い
合
わ
せ
】

　

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
２
―
９
２
４
―
９
９
９
９

【
チ
ケ
ッ
ト
料
金
】

Ｓ
席
指
定　

前
売
り
７
、�０
０
０
円　

当
日
８
、�０
０
０
円

Ａ
席
自
由　

前
売
り
５
、�０
０
０
円　

当
日
６
、�０
０
０
円

Ｂ
席
自
由　

前
売
り
３
、�０
０
０
円　

当
日
４
、�０
０
０
円

　

能
楽
観
世
流
シ
テ
方
の

山
中
雅
志
さ
ん
（
39
）
の

挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
今
回

３
０
０
年
ぶ
り
に
復
曲
さ

れ
る
演
目
「
高
安
」
の
解

説
と
能
の
楽
し
み
方
を
３

人
の
研
究
者
と
共
に
語
り

合
っ
た
。

　

研
究
者
は
法
政
大
学
名

誉
教
授
の
西
野
春
雄
さ
ん

（
73
）、
海
星
高
等
学
校
非

常
勤
講
師
の
橋
場
夕
佳
さ

　１月28日、�「『高安』復曲までの道のり」と題した研

究者たちによるトークショーが八尾市文化会館プ

リズムホール４階会議室（八尾市光町２）にて行われ

た。主催は高安能未来継承事業推進協議会、�２�月に

同ホールで催される高安能のプレイベントだ。会場

には100人以上の観覧客が集い、その関心の強さは

立ち見客が並ぶほどであった。

高 

安 

能

お
好
み
焼
き
の
な
い
お
好
み
焼
き
屋

テ
ー
ブ
ル
席
設
け
家
族
で
団
欒

２
月
25
日 

午
後
１
時
か　
　
ら

吉田又弘館長

河内音頭だけではない
八尾の文化

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

ウエス販売
≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～　（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　　　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～　　　　（１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　
東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

☆不用になった中古衣料やタオルか
ら、ウエスに適した原料だけを選別
加工し商品として仕上げました。障
がいを持つ利用者が手作業で丁寧に
裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

説明を熱心に聞く参加者

偉人の話をする
杉本哲也さん

腰
骨
を
立
て
る
子
ど
も
た
ち

イ ベ ン ト

２
月
１
日（
水
）〜
３
月
26
日（
日
）

近
鉄
奈
良
線
東
花
園
駅
北
へ
徒
歩
10
分

☎
０
７
２―

９
６
４―

１
３
１
３
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